
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
  
   
           

 
↑上：胡同の庶民の四合院の入口 

←左：王宮の中の四合院 

 

 

 

 ６月号 

 

■自分たちのパワーで伝統を守る『胡同』の町守り 

 

エコロジー＆ 建築生態学の応用 

2008･5月 北京のオリンピク公園に建築中の高級住宅地が完成 
北京は北方民族の遼･金の王朝時代に都市化し元･明･清時代に首都として繁栄、

市内には6つの世界遺産がある｡五輪直前の北京を訪れた。ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園に

に､中国北方の伝統建築『四合院』が完成した｡敷地内にﾗｽﾄｴﾝﾍﾟﾗｰ･王妃の

の 紋章など映画でお馴染み『紫禁城』の弁柄色の外壁も再現された。 

近未来的な意匠の五輪施設と鮮やかに対比され新旧文化が融合した 

北京の象徴的景観が演出された。片や､高速道路の拡張と都市化の猛

威が深刻な環境破壊を生んでいる｡『黄砂』とスモッグ対策の『植林』 

は郊外含め強力に展開中であるが､砂漠緑化?はなかなか追い着かない。 

消え行く『胡同』と再開発の高層マンション建築 

３王朝時代に街路整備され､人々の生活文化を育ん 

だ古い民家が残る市内の『胡同』ﾌｰﾄﾝ地区｡今も 

真中に庭を囲み東西南北に平屋建築という伝統的な 

『四合院造り』に数世帯が暮す。土地は国家所有。 

北京の大改造は市政府の決定で粛々と進められたが 

胡同は通路でなく生活の場。小さな子達がお母さんに 

見守られ自転車乗りの練習をしている。旧住民は郊外に移転し裕福な新 

住民が転入し､700年の歴史の胡同の生活が消えかかった時期があった。 

       外からは壁と門しか見えず古都の佇まいを残し､無駄のない 

住空間は今､衛生的に改修､店舗等にﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝし保存地区と 

なる方向である。近年は輪ﾀｸが走る観光スポッﾄとして海外 

からの視察が増えている。㈱ｱｯﾌﾟﾙ 大竹         

 

「建築と生物学」を結ぶ『バウビオロギー建築』 
日本にも、自然とかかわる「しつらえ」に親しみ自然と共に暮らす習慣があり 

ました。『エコバウ･リフォーム』は自然素材を多用する私達の考えが 

詰まった『エコロジーで健康』なコンセプトリフォームを推進中です!! 

 

  
日独ｴｺﾛｼﾞｰ建築家ﾎﾙｶﾞｰ・ｹｰﾆｯﾋ＆岩村和夫武蔵工大教授がﾂｱｰ同行 

● 日本で一般的に、『省エネならオール電化』が､ヨーロッパでは受け入れられません。 

● 実は原子力と火力が源の日本の電気は、ガスのエネルギー効率の１／３です。 

● 世界では電気？ガス？の問題ではなく、火力･原発･自然エネルギー？ドイツは本当 

を語る 主催㈱ISK（JTB）●行程は・・・アップル www.reform-apple.comエコバウから 

 

 

 

 

■『四合院』遼の時代～中庭を四方(東西南北)建物で囲む伝統建築 
  

■『胡同･フートン』モンゴル語で井戸を意味。漢族1500余名が住む 

 

各地の「町興し」と称する近代化に名を借りた、経済目的の開発行為が多いことに驚く。

『町守り』とは文化を地道に守り続けること。簡単には壊さず大切に長く使う知恵が凝縮

されています。作っては壊す、今の日本の現状の見直しは急務でしょう。今後も、定期的

に各地の『町守り』を取材します。NPO民家再生ﾘｻｲｸﾙ協会正会員 ㈱ｱｯﾌﾟﾙ大竹 
●街並み視察は・・・アップル www.reform-apple.com  トピックスかビンテージから 

  

詳しくはwww.reform-apple.com  エコバウから 

八郷茅葺の屋根ｸﾞｼ 

ロハス

 
割安なマンションと

なる選手村跡地は

大人気だ。 

 
少数民族の労働は近代化 

を支える。ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手村にて 

伝統の『四合院』がｵﾘﾝﾋﾟｯｸ村に 

 

 

胡同の昔ながらの『四合院』 

 

･デザイン＆エコロジー･リフォーム 

アップル施工例：自然素材を積極的に活用します。
 

 

㈱アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･二級建築士事務所(第 4088 号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044 号)･ シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 KS010003 号)です。
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